
教師付き機械学習 



教師付き機械学習とは 

• 与えられた入力データから正しく出力を予測
する 

 

• 正しい出力をするような機械（関数）を作るこ
とが目的 



機械の作り方 

• 訓練データと呼ばれる入力と出力がペアと
なった正解のデータを複数与える 

 

• 訓練データと同じ入力データがくればそれに
対する出力を出す 

 

• 訓練データにない出力未知のデータにも対応
したい 



入力と出力 

• 入力 

–ある次元数をもった実数値ベクトルで入力データ
の特徴を表した特徴ベクトル 

• 出力 

– 「+1」や「-1」など離散的な値や「125」円などの連
続値をとります 



入力と出力の例 

• 文書の分類問題 

– カテゴリを振り分ける（「スポーツ」，「経済」など） 

• 入力 

– 1つの文書が入力で，特徴ベクトルは文書に出て
くる単語（「野球」，「国会」，「円高」など） 

• 出力 

– 「スポーツ（1）」，「経済（2）」，「政治（3）」などの離
散値をとる 



サポートベクターマシーン（SVM） 

• パターン識別用の教師付き機械学習 

 

• 境界線を引いて分類をする 

 

 

• 「マージン最大化」というアイデアによって汎
用能力が高い 

 

 



マージン最大化 

• 訓練データの中で最も他クラスに近い位置に
いるもの（サポートベクトル）を基準として，そ
のユークリッド距離が大きくなるような位置に
境界線を引く 

 

 



教師なし機械学習 



教師なし機械学習 

• 教師なし 

–  「出力すべきもの」があらかじめ決まっていない 

 

• データの背後に存在する本質的な構造を抽
出する 

– クラスタ分析 

–主成分分析 

 

 



クラスタ分析 

• 与えられたデータを外的な基準なしに分類し
ていく手法 


